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　令和 3年第 3回（ 9月）定例会は、 9月 7日から 9日までの 3日間の会期で開
催された。専決処分事項 1件、補正予算 7件、条例 3件、決算認定 7件など18件を
審議し全議案可決・認定した。また議員発議も 1件可決した。一般質問には、 2人
の議員が登壇し活発な議論が交わされた。

令和３年第３回定例会

　令和 3年度一般会計は、補正予算で7億2183万円を増額し総額は78億3732万円
となった。主なものは次の通りです。

議案番号等 件名 議決結果
第48号 専決処分（令和3年度美里町一般会計補正予算〔第4号〕）の報告及び承認を求める 原案承認

第49号 美里町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 原案可決

第50号 美里町個人情報保護条例の一部改正 原案可決
第51号 美里町災害対策本部条例の一部改正 原案可決
第52号 令和2年度美里町一般会計歳入歳出決算の認定 原案認定

第53～58号 令和2年度特別会計歳入歳出決算の認定（6会計） 原案認定
第59号 令和3年度美里町一般会計補正予算（第5号） 原案可決

第60～65号 令和3年度美里町特別会計補正予算（6会計） 原案可決
第66号 美里町過疎地域持続的発展計画の策定 原案可決
発議第3号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出 原案可決

●議決事項

●一般会計補正予算（第５号）

地域包括支援センター移設（63万円）
　老人福祉センター雨漏りのため福祉保健センター湯の香苑へ仮移設。

●一般会計補正予算（第４号）専決処分

事　業　名 金　額 概　要
ブルーヒーターレンタル料 109万円 中央庁舎空調故障のためレンタル
くすのき平団地防護柵設置工事 130万円 防護柵
eスポーツでいい里づくり事業 202万円 個別計画策定
介護基盤緊急整備特別対策事業 6051万円 温石病院病床改修（介護医療院分）他
財政調整基金積立金 1億1000万円 基金に積み立て（累計16億7990万円）
水道事業基金積立金 1億円 　　　〃　　　（累計2億5906万円）
老人福祉センター建物等調査委託料 300万円 雨漏りに伴う建物等の調査
簡易水道施設整備 855万円 6地区（木早川内、上中郡、津留、小筵他）
熊本型放牧高度化支援事業 119万円 高森町・畝野・川越・古閑の牧草地等整備
営業時間短縮要請協力金 734万円 協力した24店舗に給付
町道維持工事（地震分含む） 1300万円 3路線（土喰川ども線、土喰小長野線、天神原線）
町道改良工事 1900万円 3路線（有安西山線、岩下線、中川原甲佐岳線）
防火用施設構築事業 63万円 3地区（萱野、土喰、早楠）
車中避難所整備工事 4080万円 駐車場の舗装及び防災電源設備等の倉庫設置
避難所用備品購入費 1016万円 ポータブル電源（11台）
修学旅行バス代金等補助 93万円 バス増・大型化（全小学校、砥用中2年生）
農用地等災害復旧工事 1750万円 農地6か所、施設1か所
林道施設災害復旧工事 6700万円 洞岳線、早楠線他
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令和2年度
決算

　令和 2年度の決算審査は、一般会計と 6つの特別会計を認定した。歳出の総額は、約129億円となっ
た。一般会計の歳入では、国庫支出金、地方交付税などが増額となっている。自主財源比率は、昨年度
より3.9%減少し20.1%となった。歳出では、コロナ対策として特別定額給付金事業、地域通貨さく
ら・プレミアム付き商品券の発行、中小企業者事業継続支援金給付などの事業が行われた。3年度に
繰り越して行う事業は、27事業で約 9億円になる。

会計別の決算
歳　入 歳　出 差引額 町債残高

一 般 会 計 94億7527万円 89億5690万円 5億1837万円 81億6872万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 14億2494万円 13億6530万円 5964万円

土 地 取 得 11万円 1万円 10万円

介 護 保 険 21億1648万円 20億8012万円 3636万円 1600万円

生 活 排 水 1億8239万円 1億6906万円 1333万円 2億5559万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億6318万円 1億6106万円 212万円

簡 易 水 道 2億2009万円 2億193万円 1816万円 6億8359万円

合　　計 135億8246万円 129億3438万円 6億4808万円 91億2390万円

自主財源
18億9109万円
（20％）依存財源

75億8418万円
（80％）

町税
8億6713万円
9.2％

分担金・使用料他
2億8676万円
3.0％

繰越金
4億4866万円
4.7％

繰入金
2億8854万円
3.1％

譲与税・交付金
3億2051万円
3.4％地方交付税

32億1666万円
33.9％

国・県支出金
31億4402万円
33.2％

町債
9億299万円
9.5％

町税
8億6713万円

町債

町民税、固定資産税、軽自
動車税などみなさんが町に
収めている税金です。町の借入金です。

自治体の規模や人口など
に応じて国から支給され
るお金です。

保育や医療など使い道の
決まった補助金です。

歳入合計

94億7527万円

歳出合計

89億5690万円

その他
3億8796万円
4.4％ 人件費

10億8054万円
12.1％ 扶助費

8億9816万円
10.0％

公債費
9億4007万円
10.5％

普通建設費
14億6064万円
16.3％

物件費
9億4103万円
10.5％

繰出金
9億6629万円
10.8％

補助費等
19億6452万円
21.9％

10.5

助費

修繕・備品購
入・各種委託
料経費です。

借り入れの
返済金です。

福祉・医療などに
要する経費です。

災害復旧費
3億1769万円
3.5％
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●
G
IG
A

ス
ク
ー
ル
構
想
の
課
題
に
つ
い
て

（
問
）
民
間
事
業
者
の
提
供
す
る
教
材
に
子
ど
も
の
成

長
を
託
し
て
よ
い
か
。
経
済
産
業
省
主
導
の
学
校
を
教

育
産
業
の
市
場
と
し
て
い
な
い
か
。

（
吉
永
教
育
長
）
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
て
行
っ
て

い
る
。
機
器
の
導
入
は
「
学
力
向
上
」
と
「
こ
れ
か
ら

の
情
報
化
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

（
問
）
学
習
の
「
個
別
最
適
化
」
に
よ
り
集
団
学
習
で

の
共
同
の
学
び
の
豊
か
さ
が
経
験
で
き
な
く
な
ら
な
い

か
。

（
吉
永
教
育
長
）「
個
に
応
じ
た
指
導
」「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
と
い
う
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
問
）
特
別
活
動
が
存
在
し
な
い
ス
リ
ム
な
学
校
に
な

る
と
教
育
課
程
が
教
科
と
探
究
で
構
成
さ
れ
、
社
会
性

の
獲
得
、
人
間
的
成
長
の
機
会
が
奪
わ
れ
な
い
か
。

（
吉
永
教
育
長
）「
茶
摘
み
」「
稲
作
作
業
」「
修
学
旅

行
」
な
ど
実
際
の
体
験
が
重
要
で
あ
り
、「
人
と
人
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
必
要
。
特
別
活
動
が
な
く

な
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

（
問
）
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
型
の
教
育
で
格
差
は
拡
大
し
な

い
か
。

（
吉
永
教
育
長
）
教
育
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
又
拡
大

し
な
い
よ
う
今
後
も
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

※GIGA

と
は「Global and Innovation Gatew

ay 
for A

ll

」
の
略
で
「
全
て
の
子
ど
も
が
個
々
の
適
性
に

合
わ
せ
て
国
際
舞
台
と
革
新
的
創
造
の
扉
を
開
け
ら
れ

る
環
境
を
整
え
る
」
こ
と
。

※
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
は
国
家
戦
略
で
あ
り
、
経
産
省
の

「
未
来
の
教
室
」
とEdtech

に
基
づ
く
産
業
界
が
求

め
る
人
材
づ
く
り

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

（
問
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
か
。

（
松
永
健
康
保
険
課
長
）
9
月
6
日
現
在
で
全
体
で
1

回
目
、
86
・
7
％
。
2
回
目
、
72
・
6
％
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
65
歳
以
上
で
は
約
94
％
が
接
種
済
で
あ
る
。

接
種
し
て
い
な
い
人
は
約
1
2
0
0
人
で
あ
る
。

（
問
）
12
歳
未
満
の
子
ど
も
へ
の
接
種
は
ど
う
す
る
の

か
。

（
上
田
町
長
）
法
令
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示

に
よ
り
12
歳
以
上
が
接
種
対
象
と
な
っ
て
お
り
12
歳
未

満
は
今
の
時
点
で
は
で
き
な
い
。

（
問
）
3
回
目
の
接
種
は
ど
う
す
る
の
か
。

（
上
田
町
長
）
今
後
国
に
お
い
て
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
は
そ
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
進
め
た
い
。

格差の拡大、自己責任化

教育長 誰一人取り残さない教育を
坂田　竜義 議員

その他の質問

●町民の防災意識の向上について
（問）町民の防災意識の向上にどう取り

組んでいるか。
（問）防災専従職員は配置しているか。
（問）学校防災の水準は達成しているか。
（問）支援物資の情報共有システムはど

う活用しているか。
（問）被災状況アプリの運用について

●ヤングケアラーの実態と支援策について
（問）ヤングケアラーの実態をどう把握

しているか。
（問）どう支援していくのか。

町政の　　　  が知りたい
　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考えをもとに、町長や教育
長などの方針を問うものです。一人60分以内の時間制限内であれば質問の回数に制限はあ
りません。議会だよりでは、紙面の都合で質問と答弁が要約してあります。
　今回は2人の議員が登壇し町政について問いました。

一 般 質 問 一般質問は 議員の日常活動

ここ 9月
定例会
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（
問
）
若
年
層
（
12
歳
以
上
）
へ
の
接
種
拡

大
へ
の
啓
発
の
取
組
み
は
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
。

（
松
永
健
康
保
険
課
長
）
予
約
を
さ
れ
て
い

な
い
方
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
皆
様
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
」
と
い
う

正
確
な
情
報
を
記
載
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
個
別

で
配
布
し
、
平
日
接
種
が
困
難
な
方
の
た
め

に
、
10
月
に
集
団
接
種
を
再
度
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。

（
問
）
若
年
層
の
接
種
率
が
低
い
理
由
に
つ

い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
松
永
健
康
保
険
課
長
）
予
約
を
さ
れ
て
な

い
方
に
接
種
意
向
調
査
を
実
施
し
、
今
後
の

接
種
拡
大
に
取
入
れ
た
い
。

●

交
通
安
全
対
策

（
問
）
千
葉
県
の
下
校
中
の
児
童
を
巻
き
込

ん
だ
交
通
事
故
、
政
府
は
通
学
路
の
点
検
を

実
施
す
る
よ
う
に
さ
れ
た
が
町
で
は
実
施
さ

れ
た
の
か
。

（
吉
永
教
育
長
）
町
で
は
毎
年
8
月
に
美
里

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
通
学

路
の
安
全
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
通
学
路
で
あ
る
町
道
で
、
地
域
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
要
望
等
は
こ
れ
ま
で
あ
っ
て
い

る
の
か
。

「
町
道
八
幡
道
線
及
び
町
道
中
郡
線
（
国
道

2
1
8
号
線
か
ら
町
道
八
幡
道
線
）」

（
立
道
建
設
課
長
）
危
険
箇
所
と
し
て
の
要

望
は
あ
っ
て
な
い
。
町
道
八
幡
道
線
は
、
本

年
工
事
計
画
で
あ
る
。
舗
装
補
修
及
び
白
線

の
引
き
直
し
を
予
定
し
『
路
側
帯
は
カ
ラ
ー

舗
装
を
検
討
』
し
て
い
る
。
町
道
中
郡
線
に

つ
い
て
も
要
望
が
あ
れ
ば
今
後
対
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
点
検
・
補
修
等
ど

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
宮
嵜
総
務
課
長
）
点
検
は
、
交
通
安
全
運

動
時
や
、
早
朝
街
頭
指
導
時
の
巡
回
で
の
目

視
に
よ
る
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
施
設
の
不

良
箇
所
等
に
つ
い
て
は
、
道
路
環
境
整
備
作

業
の
報
告
や
、
各
地
区
の
嘱
託
員
・
嘱
託
補
、

区
長
の
報
告
や
要
望
を
受
け
、
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
る
。

（
問
）
全
国
に
先
駆
け
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活

用
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
里
づ
く
り
事
業

を
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
取
組
ま
れ

た
活
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
渡
邉
企
画
情
報
課
長
）
3
つ
の
柱
で
取
組

ん
で
い
る
。『
高
齢
者
の
運
動
認
知
機
能
の

向
上
』、『
子
ど
も
達
の
学
び
の
場
』、『
世
代

間
交
流
』。

（
問
）
今
後
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
展

開
は
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

（
上
田
町
長
）
美
里
町
が
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
聖

地
と
し
て
認
知
さ
れ
、
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
も
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
取

組
み
を
検
討
し
た
い
。

町長 e スポーツの聖地を目指す

e スポーツの今後の取組は

濱田　憲治 議員

●

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

一 般 質 問

●

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
取
組

町道八幡道線

ｅスポーツ活動
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［ ］主な事業を少し詳しく見てみましょう
補正予算のピックアップ

くすのき平団地樹木伐採と防護柵設置
 （170万円）

　くすのき平団地を分譲する際に、町が植樹
したベニカナメについて、地元での管理が難
しいとのことから伐採を行う。ベニカナメを
伐採した箇所に、転落防止等の安全対策とし
て防護柵を設置する。

営業時間短縮要請協力金（734万円）
　要請日数　R3.5.16～6.13までの29日間、
R3.7.31～9.12まで44日間（まん延防止等
重点措置）に協力してもらった24の店舗に
支給する。負担割合は、国８割、県２割（そ
の内今回町１割負担）となる。

ｅスポーツでいい里づくり事業
 （202万円）

　現在は、水上・迫地区、三本松地区、馬場
地区、桑野地区の４地区で、通いの場に集ま
る高齢者に体験してもらい、定期的に運動・
認知機能等検査を実施している。今後の計画
として　①冬休み期間中に、町内の小中学生
の希望者を対象にしたプログラミング授業を
実施　②期間を定め、ｅスポーツが体験でき
る機器を設置、開放し、出来るだけ多くの人
が使用できる場を提供　③町外の方ともオン
ラインで対戦できるイベントの実施。

簡易水道施設整備（855万円）
　生活に欠かせない飲料水の施設を整備する。
地区は、木早川内、上中郡、津留、小筵、小
市野、萱野の６地区で新規ボーリングや貯水
タンク設置、量水器設置、水中ポンプの交換
などが行われる。

車中避難所整備・避難所用備品購入
 （5096万円）

　近年激甚化する災害及び感染症のまん延防
止に対応し、避難の分散化を図る。場所は、
美里町総合体育館下駐車場・砥用中学校体育
館東側駐車場の２か所でアスファルト舗装及
び区画線の設置、防災倉庫タイプの電源整備
（倉庫上部にソーラーパネルを設置し倉庫内
に蓄電池を整備）備品は、町内11か所の指
定避難場所にポータブルバッテリーを配備し
電源を確保する。

老人福祉センター建物等調査委託料
 （300万円）

　建築から約30年弱経過しており、ここ数
年の雨により大量の雨漏りが発生し、天井の
崩落や壁への雨水の侵入・カビ等の発生が随
所にみられる。そこで、施設を調査し、今後
の施設改修の方向性を検討する。
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令
和
三
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
五
号
）へ
の
質
疑

【
福
田
議
員
】
経
営
継
承
・
発
展
等
支

援
事
業
補
助
金
の
経
営
継
承
事
業
の
対

象
と
な
る
の
は
。

【
富
永
経
済
課
長
】
人
・
農
地
プ
ラ
ン

に
位
置
付
け
ら
れ
た
人
で
あ
り
、
事
業

経
費
に
対
し
補
助
す
る
。
補
助
金
内
訳

は
、
国
50
％
・
町
50
％
の
負
担
で
あ
る
。

【
福
田
議
員
】
町
営
住
宅
修
繕
は
、
ど

こ
の
住
宅
に
な
る
の
か
。

【
立
道
建
設
課
長
】
御
前
浜
団
地
の
床

と
他
の
住
宅
の
修
繕
を
計
画
し
て
い
る
。

【
髙
田
議
員
】
災
害
対
策
費
の
車
中
避

難
所
整
備
工
事
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

分
）
4
0
8
0
万
円
の
工
事
内
容
は
。

【
宮
嵜
総
務
課
長
】
車
中
避
難
所
整
備

工
事
に
つ
い
て
は
、
総
合
体
育
館
下
の

駐
車
場
、
砥
用
中
学
校
東
側
広
場
の
舗

装
整
備
。
さ
ら
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
を
加
え
た
3
か
所
へ
の
防
災
倉

庫
タ
イ
プ
の
電
源
整
備
を
行
う
も
の
。

【
髙
田
議
員
】
避
難
所
用
備
品
購
入
費

（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
分
）
1
0
1
6
万

円
に
つ
い
て
購
入
す
る
備
品
の
内
容
は
。

【
宮
嵜
総
務
課
長
】
町
内
11
か
所
の
避

難
所
に
、ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
及
び

簡
易
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
配
備
す
る
も
の
。

令
和
二
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
へ
の
質
疑

【
福
田
議
員
】
町
営
住
宅
使
用
料
の
滞

納
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

更
な
る
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

【
立
道
建
設
課
長
】
督
促
状
及
び
催
告

状
を
発
送
し
電
話
で
も
催
促
し
て
い
る
。

【
上
田
町
長
】
税
の
平
等
か
ら
も
県
の

対
応
な
ど
を
参
考
に
検
討
す
る
。

【
福
田
議
員
】
財
政
調
整
基
金
売
却
益

の
内
容
は
。

【
池
永
会
計
課
長
】
国
債
の
売
却
に
よ

る
利
益
で
あ
る
。

【
今
田
議
員
】
指
定
管
理
者
利
益
還
元

金
は
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
他
に
は
な
い
の
か
。

【
髙
田
林
務
観
光
課
長
】
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
み
で
あ
る
。

議
会
定
例
会
議
案
質
疑

月　日 項　　目 出席議員 概　　要

7月6日 道路整備促進期成会総会 濱田 国道４４５号

7月7日 第11回広報委員会
髙田、福田、今田、

中川、濱田、上田
「きらり」10号編集

7月12日 第２回臨時会 全議員 条例の改正、一般会計補正予算他

7月20日 議会運営委員長、常任委員長研修
濱田、上田、中川、

福田、吉田美
大津町

7月21日 第１回宇城広域連合臨時会 吉田美、光井 一般会計補正予算、副議長選挙他

7月21日 第14回広報委員会 髙田、福田、今田 「きらり」10号編集

8月25日 熊本県町村議会研修会 吉田美、濱田 正副議長研修会

8月27日 議会運営委員会
濱田、上田、中川、

福田、吉田美
第３回定例会の日程その他

8月27日 第３回全員協議会 全議員 諸報告

8月30日 指定管理者選定委員会 中川 東部地区活性化施設「よんなっせ」

9月2日 国民健康保険運営協議会 中川、髙田 R2年度決算、R3年度補正予算

議会のうごき
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意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

 

発
議
者　

上
田　

孝

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
甚
大
な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
地
方
財
政
に
お
い
て

も
巨
額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
も
と
よ

り
地
方
創
生
、
防
災
・
減
災
対
策
、
社

会
保
障
等
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
お
り
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
的
か
つ
持
続
的
に
提
供
す
る
た

め
に
は
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源

総
額
の
確
保
・
充
実
を
国
に
求
め
て
い

く
事
が
不
可
欠
で
あ
る
。」

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
、
県
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
の
依

頼
に
基
づ
き
、
国
に
対
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

条
例
・
そ
の
他

● 

美
里
町
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

● 

美
里
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

● 
美
里
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

３
条
例
の
改
正
内
容
は
関
係
法
律
改

正
に
伴
い
適
用
条
項
番
号
等
を
変
更
す

る
。

　

個
人
情
報
保
護
関
連
で
は
、

障
害
者
↓
障
が
い
者

乳
幼
児
童
↓
こ
ど
も

に
変
更
す
る
。

監
査
意
見
書（
総
評
）

 

監
査
委
員　

坂
田
竜
義

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
28
年
熊

本
地
震
及
び
豪
雨
災
害
を
境
に
し
て
、

復
旧
・
復
興
経
費
の
財
源
確
保
の
た
め

に
、
熊
本
県
が
設
置
し
た
震
災
復
興
基

金
や
災
害
復
旧
事
業
債
を
活
用
す
る
ほ

か
、
地
方
財
政
措
置
の
あ
る
緊
急
防
災

減
災
事
業
債
を
活
用
し
た
庁
舎
の
非
常

用
発
電
整
備
事
業
や
消
防
車
購
入
事
業

を
実
施
し
、
国
や
県
の
支
援
の
及
ば
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
等
で
対
応
し
た
。

　

直
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
へ
の
重
点
的
な
対
応
と
共

に
、
水
道
未
普
及
地
域
に
対
す
る
拡
張

事
業
や
公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化
対
策

等
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

長
期
的
な
将
来
負
担
と
し
て
、
宇
城
広

域
連
合
に
よ
る
大
型
施
設
整
備
事
業
の

公
債
費
負
担
金
等
に
多
額
の
財
政
需
要

が
あ
る
。

　

町
債
の
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
令
和

2
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
い
る
が
、
公

共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
沿
っ

た
個
別
施
設
計
画
に
よ
り
、
優
先
順
位

を
見
極
め
て
費
用
の
平
準
化
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

え
の
支
援
措
置
が
終
了
し
た
状
況
下
で
、

将
来
負
担
を
意
識
し
た
行
財
政
運
営
の

効
率
化
を
進
め
、
経
常
経
費
の
縮
減
に

努
め
る
必
要
も
あ
る
。

　

今
後
、
宇
城
広
域
連
合
に
お
け
る
、

ご
み
処
理
施
設
（
令
和
4
年
度
完
成
予

定
）
や
消
防
本
部
及
び
北
消
防
署
庁
舎

建
設
等
（
令
和
4
年
度
完
成
予
定
）
の

整
備
に
係
る
後
年
度
の
公
債
費
負
担
金

は
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
過
去
に
取
り
組
ん
だ
行

財
政
改
革
の
成
果
を
踏
ま
え
、
自
主
財

源
の
確
保
と
歳
出
の
見
直
し
、
併
せ
て

公
共
施
設
等
の
管
理
合
理
化
を
進
め
、

将
来
負
担
の
抑
制
を
目
指
し
、
弾
力
性

の
あ
る
健
全
な
財
政
運
営
が
必
要
で
あ

る
。
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【
経
済
課
】

5
月
の
豪
雨
に

よ
り
農
地
9
件
、

農
業
用
施
設
1

件
の
災
害
。

8
月
の
豪
雨
災

害
農
地
12
件
、

農
業
用
施
設
6

件
。

経
営
継
承
発
展

等
支
援
事
業
補

助
金
に
つ
い
て

は
、
1
件
の
申

請
。

熊
本
型
放
牧
高

度
化
支
援
事
業

補
助
金
に
つ
い

て
は
4
団
体
の
申
請
。

【
林
務
観
光
課
】

令
和
3
年
5
月
豪
雨
災
害
林

道
洞
岳
線
、
林
道
早
楠
線
で

3
2
0
0
万
円
。

令
和
3
年
8
月
豪
雨
災
害

3
5
0
0
万
円
に
つ
い
て
は
、

6
路
線
内
18
か
所
。

営
業
時
間
短
縮
要
請
協
力
金

負
担
金　

7
3
4
万
円
。

ロ
ン
グ
ジ
ッ
プ
支
柱
新
設
業

務
委
託
料　

1
1
0
0
万
円
。

※
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
施
設
の
ロ
ン
グ
ジ
ッ

プ
支
柱
を
人
工
支
柱
に
変
更
。

【
建
設
課
】

老
朽
危
険
空
家
等
除
去
推
進

補
助
金　

4
5
7
万
円
。

※
6
戸
分

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工

事
費　

8
0
0
0
万
円
。

※
道
路
12
か
所
、
河
川
4
か

所
。

委員会活動報告

委員長　上田　　孝

委員長　中川　政司

「車中避難所」の整備推進

迅速な復旧対応！

【
総
務
課
】
地
方
特
例
交
付

金
や
地
方
交
付
税
の
額
の
確

定
な
ど
総
務
費
国
庫
補
助
金

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
増
額
等
す
る
。
歳
出

で
は
、
情
報
公
開
審
議
会
、

個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
報

酬
並
び
に
費
用
弁
償
や
財
政

調
整
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
。

防
犯
灯
設
置
補
助
金
は
、
20

件
分
を
見
込
み
計
上
。
財
産

管
理
費
の
ブ
ル
ー
ヒ
ー
タ
ー

レ
ン
タ
ル
料
は
、
中
央
庁
舎

空
調
設
備
の
不
具
合
に
よ
る

冬
場
の
暖
房
に
充
て
る
も
の
。

な
お
本
来
の
計
画
で
は
、

今
定
例
会
に
工
事
費
を

計
上
し
、
早
急
に
改
修

を
進
め
る
予
定
だ
っ
た

が
、
工
事
価
格
が
高
額

と
な
る
た
め
設
計
工
期

を
延
長
し
、
価
格
を
抑

え
る
協
議
を
行
う
。

【
企
画
情
報
課
】
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
で
い
い
里
づ
く

り
事
業
委
託
料
、
美
里

バ
ス
予
約
シ
ス
テ
ム
端

末
機
器
更
新
業
務
委
託

料
、
く
す
の
き
平
団
地
に
関

係
す
る
樹
木
伐
採
、
防
護
柵

設
置
、
管
理
用
作
業
道
に
関

連
す
る
予
算
を
計
上
し
た
。

【
会
計
課
】
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
関
連
す
る
予
算
を

計
上
。

【
現
地
調
査
】
車
中
避
難
所

整
備
工
事
に
関
連
し
、
総
合

体
育
館
下
駐
車
場
、
砥
用
中

学
校
東
側
の
予
定
地
を
視
察
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
た
倉
庫
型
の
非
常
用
電

源
設
備
も
設
置
す
る
。

総務常任委員会

経済建設常任委員会

委員会活動を定例会の会期中の９月８日に開催
した。令和３年度の補正予算について説明を受
けるとともに関連する現地の調査を行った。

中地内用水路災害現場

車中避難所整備予定地
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【
水
道
衛
生
課
】
簡
易
水
道
整
備
で

は
、
6
地
区
に
事
業
費
の
7
割
を
補

助
す
る
。

【
健
康
保
険
課
】
接
種
希
望
が
少
な

い
12
歳
以
上
（
若
年
層
）
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
啓
発
す
る
た
め
に
個
別
通

知
を
す
る
と
同
時
に
接
種
の
意
向
調

査
も
実
施
し
て
い
る
。

【
福
祉
課
】
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
物
が
雨
漏
り
の
た
め
応
急
措
置
を

行
う
と
と
も
に
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

は
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
湯
の
香
苑
に

仮
移
転
し
た
。
今
回
は
、
雨
漏
り
の

原
因
を
調
査
す
る
。
ま
た
温
石
病
院

は
、
県
の
補
助
を
受
け
て
施
設
を
改

修
し
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提
供

す
る
介
護
医
療
院
と
し
て
も
運
用
す

る
。

【
学
校
教
育
課
】
全
小
学
校
と
砥
用

中
（
2
年
生
）
の
修
学
旅
行
に
お
い

て
密
を
避
け
る
た
め
バ
ス
代
等
に
補

助
す
る
。
旅
行
先
は
、
全
小
学
校
と

も
同
じ
期
日
で
長
崎
に
行
く
予
定
で

す
。
砥
用
中
2
年
生
は
、
12
月
に
大

分
を
予
定
さ
れ
て
い
る
。

【
社
会
教
育
課
】
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
の
故
障
し
て
い
る
給
水
加
圧
ポ

ン
プ
の
取
り
換
え
と
や
す
ら
ぎ
交
流

体
験
施
設
（
か
じ
か
）
の
ト
イ
レ
を

改
修
す
る
。
か
じ
か
の
ト
イ
レ
は
、

8
基
の
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る

も
の
。

【
現
地
調
査
】

　

カ
ン
ト
リ
パ
ー
ク
と
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
砥
用
ド
ー
ム
）
の
完
成
し

た
遊
具
設
備
。
こ
れ
は
既
に
利
用
者

に
開
放
さ
れ
て
お
り
好
評
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
玄
関
、
事
務
室

な
ど
全
体
的
に
雨
漏
り
を
し
て
い
る
。

屋
根
の
形
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
十
分
な
調
査
が
必
要
に
な
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先

で
あ
る
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
湯
の
香

苑
の
仮
設
事
務
所
は
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
て
い
る
た
め
間
仕
切
り
が

な
い
。
個
人
情
報
保
護
に
不
安
が
あ

る
た
め
間
仕
切
り
を
設
け
る
な
ど
の

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

委員長　福田　秀憲思い出の修学旅行は！！
社会文教常任委員会

美
里
公
営
塾
視
察

　

公
営
塾
は
、
中
学
3
年
生
を
対
象
に
本
年
度
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。
美
里
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
目
指
し
た
も
の

で
す
。
私
た
ち
（
議
会
）
や
町
当
局
、
町
民
も
注
目
し
成
果
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
生
徒
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
授
業
の
状
況
を
教
育
委
員
と
一

緒
に
視
察
し
ま
し
た
。

⑴
取
り
組
み
内
容

　

・ 

期
間
は
令
和
3
年
7
月
か
ら

令
和
4
年
2
月
ま
で

　

・ 

中
央
・
砥
用
両
中
の
3
年
生

を
対
象
に
無
料
で
実
施

　

・ 

週
に
2
回
実
施
（
英
、
数
）、

夏
休
み
期
間
は
理
科
を
追
加

⑵
視
察
所
感

　

学
校
行
事
が
優
先
で
あ
り
、
こ

の
日
中
央
中
は
、
23
人
の
受
講
。

砥
用
中
は
、
12
人
が
受
講
し
て
い

ま
し
た
。

　

一
人
で
は
、
な
か
な
か
学
習
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
せ
ん
。
公
営
塾
を
開
講

す
る
こ
と
に
よ
り
集
団
で
の
学
習
の
場
が
で
き
て
学
ぶ
意
欲
が
で
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
受
講
し
て
い
る
生
徒
は
、
講
師
の
質
問
に
積
極
的
に
答
え
る

な
ど
明
る
く
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
い
う
場
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
自
主
的
に
学
習
す
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
の
進
路
に
お
い
て
希
望
ど
お
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
県
内
で
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
美
里
方
式
と
し
て
継

続
し
て
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会
研
修
報
告
（
7
月
30
日
）

社
会
文
教
委
員
長　

福
田　

秀
憲

美里公営塾（砥用中）

老人福祉センター雨漏り
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第
２
回
議
会
臨
時
会

7
月
12
日（
月
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

主
な
事
業
は

・
東
部
地
区
活
性
化
施
設
（
よ
ん
な
っ

せ
）
業
務
委
託
料 
2
2
4
万
円

・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

 

3
8
0
万
円

・
い
じ
め
防
止
対
策
審
議
会
報
酬
・
費

用
弁
償 

8 

2
万
円

・
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
空
調
修
繕

 

2
2
0
万
円

質
疑

【
濱
田
議
員
】
東
部
地
区
活
性
化
施
設

業
務
の
委
託
先
と
時
期
は
決
ま
っ
て
い

る
か
。

【
上
田
町
長
】
直
営
で
物
産
館
を
開
業

す
る
。
業
務
は
「
石
段
の
郷
中
央
」
に

委
託
し
で
き
る
だ
け
早
く
開
業
し
た
い
。

【
中
川
議
員
】
施
設
内
に
あ
る
ト
イ
レ

の
清
掃
な
ど
委
託
料
の
内
容
は
。

【
渡
邉
企
画
情
報
課
長
】
ト
イ
レ
の
清

掃
は
東
部
出
張
所
と
企
画
情
報
課
の
職

員
で
実
施
。
委
託
料
は
人
件
費
や
消
耗

品
購
入
費
で
あ
る
。

【
上
村
議
員
】
い
じ
め
防
止
対
策
審
議

会
は
ど
う
し
て
立
ち
上
げ
る
の
か
。

【
吉
永
教
育
長
】
問
題
が
複
雑
化
し
た

の
で
弁
護
士
等
の
第
3
者
に
依
頼
す
る
。

【
福
田
議
員
】
65
歳
未
満
の
接
種
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
は

で
き
る
の
か
。

【
松
永
健
康
保
険
課
長
】
予
定
の
数
量

は
確
保
で
き
て
い
る
。

【
上
田
町
長
】
高
齢
者
の
接
種
は
7
月

中
に
完
了
予
定
で
あ
る
。
態
勢
は
整
っ

て
い
る
が
若
い
人
の
接
種
希
望
者
が
少

な
い
。

条
例
の
一
部
改
正

● 

美
里
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

・ 

高
度
な
専
門
知
識
、
技
術
等
を
有

す
る
者
に
対
し
必
要
相
当
額
の
報

酬
を
支
給
す
る
。

● 

美
里
町
東
部
地
区
活
性
化
施
設
条
例

の
一
部
改
正

　

・ 

施
設
の
利
用
許
可
や
使
用
料
な
ど

を
定
め
る
。

第
１
回
宇
城
広
域
連
合
臨
時
会

7
月
21
日（
水
）

　

定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
選

挙
1
件
、
報
告
1
件
、
議
案
4
件
（
全

て
原
案
と
お
り
可
決
）

● 

宇
城
広
域
連
合
議
会
副
議
長
の
選
挙

宇
城
市
選
出
議
員
か
ら
議
長
よ
り
園
田

議
員
を
指
名
。

（
指
名
推
薦
に
よ
り
、
当
選
人
決
定
） 

● 

令
和
3
年
度
宇
城
広
域
連
合
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

消
防
費
3
5
7
4
万
円
繰
り
越
し
。

（
一
般
備
品
購
入
費
）

● 

令
和
3
年
度
宇
城
広
域
連
合
宇
城
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

4
5
0
万
円
を
追
加
。

（
観
光
案
内
板
更
新
業
務
委
託
料
）

● 

令
和
2
年
度
宇
城
広
域
連
合
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
事
業
（
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
）、

1
億
1
2
9
4
万
円
を
繰
り
越
し
。

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
更
新
事
業
、

2
億
9
4
8
8
万
円
を
繰
り
越
し
。

消
防
本
部
・
北
消
防
署
耐
震
改
築
整
備

事
業
、
10
億
4
0
6
8
万
円
を
繰
り
越

し
。

高
機
能
消
防
指
令
設
備
整
備
事
業
、

４
億
7
0
2
1
万
円
を
繰
り
越
し
。

新ゴミ処理場イメージ



～ みんなの声 ～

　
コ
ロ
ナ
禍
で
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

一
年
越
し
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
心
に
残
る
多
く
の
感
動
が

生
ま
れ
、
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
の

力
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
美
里
町
議
会
は
9
月

定
例
会
が
終
わ
り
令
和
2
年
度

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
の
収
穫
時
期
と
台
風
シ
ー

ズ
ン
が
重
な
る
た
め
農
産
物
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
被

害
が
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
動
向
に
一
喜

一
憂
す
る
日
々
が
続
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
感
染
予
防
を
意

識
し
て
一
緒
に
乗
り
越
え
て
行

き
ま
し
ょ
う
。 

（
光
井
）

■発行 /美里町議会　　　■編集 /美里町議会広報委員会　　　■ TEL/0964-46-2111　　　■ FAX/0964-46-3510

交
通
指
導
員
と
し
て
の
歳
月

　
私
が
、
知
人
の
勧
め
で
初
め
て

交
通
指
導
員
と
な
っ
た
の
は
昭
和

52
年
の
こ
と
で
し
た
。
早
い
も
の

で
そ
れ
か
ら
44
年
の
歳
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
交
通
指
導
員
に
な
り
初

め
の
こ
ろ
は
、
私
も
ま
だ
30
代
で

仕
事
が
忙
し
く
、
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
も
幼
く
て
い
ろ
い
ろ
と
大
変

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

朝
か
ら
街
頭
指
導
に
立
っ
た
後
、

急
い
で
仕
事
場
に
向
か
っ
た
り
、

仕
事
を
終
え
た
後
、
休
む
間
も
な

く
交
通
指
導
に
出
る
こ
と
も
度
々

で
し
た
。今
思
う
と
、私
も
若
か
っ

た
か
ら
苦
労
と
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
当
時
は
、
ま
だ
砥
用
時
代

で
人
口
も
多
く
、
8
月
24
日
の
地

蔵
さ
ん
祭
り
な
ど
は
大
変
な
人
出

で
大
賑
わ
い
で
し
た
。
指
導
員
仲

間
と
と
も
に
、
事
故
が
無
い
様
に

と
夜
遅
く
ま
で
務
め
た
も
の
で
す
。

　
現
在
も
、
朝
の
街
頭
指
導
が
月

に
3
回
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
生
徒

た
ち
が
横
断
時
に
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。」「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
元
気

な
声
を
聞
く
と
と
て
も
気
持
ち
が

よ
い
も
の
で
す
ね
。
思
わ
ず
笑
顔

が
出
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
町
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
有
る
時
に
街
頭
指
導
に
立

ち
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
交
通
指
導
員
の
活
動

の
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
交
通
安
全
を
守

る
た
め
に
、
私
も
砥
用
支
部
長
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
気
を
抜
か
ず

交
通
指
導
員
の
仲
間
と
と
も
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
私
の
使
命
で
あ
り
喜
び
で
も

あ
り
ま
す
。

通
学
路
の
街
頭
指
導
で
思
う
こ
と

　
美
里
町
で
は
、
現
在
、
砥
用
支

部
9
名
、
中
央
支
部
6
名
で
交
通

安
全
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
小
中
学
生
た

ち
の
指
定
さ
れ
た
通
学
路
で
定
め

ら
れ
た
日
に
街
頭
指
導
に
当
た
り

ま
す
。「
お
っ
ち
や
ん
オ
ハ
ヨ
ウ
！
」

「
オ
ハ
ヨ
ウ
車
に
気
を
付
け
て
い

か
な
ん
バ
イ
！
」
自
転
車
通
学
の

中
学
生
た
ち
が
一
列
に
な
っ
て
自

転
車
を
押
し
な
が
ら
横
断
歩
道
を

渡
っ
て
い
き
ま
す
。
し
ば
ら
く
し

て
、
黄
色
や
赤
い
帽
子
の
小
学
生

た
ち
が
送
迎
バ
ス
の
中
か
ら
小
さ

な
手
を
振
り
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る

の
を
見
届
け
る
と
、
緊
張
か
ら
ホ

ツ
と
一
安
心
す
る
瞬
間
で
も
あ
り

ま
す
。
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
安
全
教
室
は
延
期
や
中
止
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
に
対
す
る
意
識
は
、

先
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

の
指
導
に
よ
り
通
学
態
度
は
大
変

感
心
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
反
面
、
街
頭
指
導
に
立
っ
て
思

う
こ
と
は
、
運
転
者
の
マ
ナ
ー
の

悪
さ
で
す
。
わ
き
見
運
転
、
電
話

し
な
が
ら
の
運
転
、
信
号
無
視
な

ど
頻
繁
に
見
か
け
ま
す
。
交
差
点

や
横
断
歩
道
で
の
事
故
は
重
大
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
一
生
懸
命
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
社
会
の
一
員
に
な
ろ
う
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
交
通

弱
者
を
危
険
な
目
に
遭
わ
せ
な
い

た
め
に
も
私
た
ち
車
を
運
転
す
る

者
が
安
全
運
転
に
努
め
る
責
任
を

強
く
感
じ
ま
す
。

編
集
後
記

議会広報委員
委 員 長　　髙田美千子
副委員長　　福田　秀憲
副委員長　　今田　政行
委　　員　　中川　政司
委　　員　　上田　　孝
委　　員　　濱田　憲治
発行責任者　吉田　美好

議会事務局
46-2111（内線600）

お問い合せ

満開の彼岸花（白石野）

向
か

た

す
」「
あ

が

」

あ

す

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
て

　

６
月
に
行
わ
れ
た
宇
城
中

体
連
大
会
に
お
い
て
、
中
央

中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
し
ま
し
た
。

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
や
、
学

校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
練
習

に
汗
を
流
し
た
成
果
で
す
ね
。

表
紙
写
真
の
紹
介

交
通
安
全
協
会
中
央
支
部
長

　
岩
中 

孝
日
出
（
岩
野
）

交
通
安
全
協
会
砥
用
支
部
長

　
菅

　 

清
也
（
大
窪
）


